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文部科学省の気候変動に関する取組について

令和６年２月７日
第九回気候変動リスク・機会の評価に向けた

シナリオ・データ関係機関懇談会

令和６年２月７日
第９回気候変動リスク・機会の
評価等に向けたシナリオ・デー

タ関係機関懇談会
資料１



中小河川水位予測システムの開発

気候変動に関する政府間パネル（IPCC）への貢献や、過去データに加え科学的な将来予測データも
活用した気候変動対策のパラダイムシフト等に向けて科学的知見の充実を図る

気候変動適応戦略イニシアチブ
地球環境データ統合・解析プラットフォーム事業

地球環境データ（観測データ・予測データ等）を蓄積し、
気候変動、防災等の対策に貢献するため、地球環境ビッ
グデータを蓄積・統合解析・提供するプラットフォーム「デー
タ統合・解析システム（DIAS）」を整備・運用するととも
に、プラットフォームを利活用した研究開発を推進する。

データ統合・解析システム（DIAS）

異常気象の確率的評価による適応策への貢献
• これまで不可能であった異常気象の将来変化
の確率的評価を可能とし、治水計画や防災等
に貢献。

• 国土交通省の「気候変動を踏まえた治水
計画のあり方提言」（令和３年４月）等において
気候変動予測データ（降水量等）を活用。

【成果例】

東京23区リアルタイム浸水予測システムの開発

気候変動適応戦略イニシアチブ

気候変動予測先端研究プログラム

全ての気候変動対策の基盤となる気候モデルの開発等
を通じ、気候変動メカニズムの解明や、ニーズを踏まえた
高精度な気候変動予測データの創出を実施。

独自の全球気候モデル 温暖化した世界及び日本周辺の予測

【令和5年度予算額：548百万円】  【令和5年度予算額：379百万円】

• 観測水位や予測降雨の情報をもとに、
危険な水位に到達する前に、住民避
難を支援するため、中小河川において
水位を予測するシステムを開発。

• これまで、8府県に試験的に予測した
情報を提供。 5:30に氾濫危険水位に到達した洪水イベントにおいて

3時間前の2:30時点に氾濫危険水位を予測した事例
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気候変動予測先端研究プログラムの実施体制・内容

東大
住 明正 名誉教授

プログラム実施体制

領域課題1：気候変動予測と気候予測シミュレーション技術の高度化
（全球気候モデル）

領域課題2：カーボンバジェット評価に向けた気候予測シミュレーション
技術の研究開発（物質循環モデル）

領域課題3：日本域における気候変動予測の高度化 領域課題4：ハザード統合予測モデルの開発

プログラム・ディレクター
(PD)

プログラム・オフィサー
(PO)

文部科学省

国立環境研究所
木本 昌秀 理事長

【領域課題１、２】
東北大 岩崎 俊樹 名誉教授
【領域課題３、４】
京大防災研究所 中北 英一 所長

文部科学省
アドバイザー

事業概要

取組内容

全球気候モデルの高度化や気候変動メカニズムの解明の実施、気候変動
予測の不確実性の低減。
 全球気候モデルの高度化（衛星データを活用した雲・降水プロセスの
精緻化）【領域課題2連携】

 イベント・アトリビューション研究の深化（地域規模の極端現象につなが
る大規模な大気循環への温暖化寄与分析）【領域課題3、4連携】

代表機関：東京大学
代表者：渡部 雅浩 大気海洋研究所教授

物質循環やそれに関わるプロセスモデルの開発やカーボンバジェット評価と
その前提にもなる全球の近未来予測データの創出の実施。領域課題間
連携に向けた事務局を担当。
 物質循環モデルの高度化（メタン・N2O・エアロゾル、永久凍土融解、
極域氷床、森林火災）【領域課題１連携】

 カーボンバジェット評価の不確実性の低減

領域気候モデルの高度化や日本域の気候予測データの創出(アンサンブル気
候予測データベースの高解像度化、近未来、時間連続等)、データ利活用の促進。
 領域気候モデルの高度化（気象庁現業予報モデルとの連携）
 d4PDFの高解像度化（～5km）
 気候変動対策に資する「気候予測データセット2022」の利活用促進
 東南アジア地域の研究機関との共同研究【領域課題4連携】

洪水と高潮等の複合災害等を対象としたハザードの予測等の実施。
 ハザードモデルの統合化（複合災害）と精緻なハザードモデルの開発
（強風、土石流、海洋熱波）

 全国規模の将来ハザード予測【領域課題3連携】
 東南アジア地域の研究機関との共同研究【領域課題3連携】

代表機関：海洋研究開発機構
代表者：河宮未知生 環境変動予測研究センター長

代表機関：気象業務支援センター
代表者：高薮 出 第一研究推進室長

代表機関：京都大学
代表者：森 信人 防災研究所副所長

〇気候変動予測先端研究プログラムにおいては、
気候変動研究の基盤的な研究を継続し、気
候変動研究の基盤を支える。

〇ユーザーニーズを踏まえ、地域別予測、近未来
予測、AI活用といった最新動向に対応し、国
際競争力の向上や社会実装（気候変動対
策）のために必要な取組を推進する。

※各領域課題において衛星等による観測データや機械学習・人工知能(AI)技術を活用
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気候変動研究プログラムの主な成果例①

我が国の気候予測データセットを整備し
解説書とともに提供

• 気象庁と協力し、令和４年12月に、地方公共団体や民
間企業等の気候変動対策を促進するため「気候予測
データセット2022」を公表

• 気候予測データセット及びその利用上の注意点等をまとめ
た解説書をデータ統合・解析システム（DIAS）等を通じ
てユーザーに提供

＜気候予測データセット2022＞

※全15種類のデータをウェブサイトで提供 https://diasjp.net/ds2022/

全球及び日本域気候予測データ

＜気候変動財務リスク評価＞

気候変動物理リスク評価への貢献

• 民間金融機関・企業において、気候関連財務情
報開示タスクフォース（TCFD）の物理リスク評価
に、気候変動予測データを活用

• 国内外で、気候変動予測データを活用した気候
変動リスク分析を行うサービスを提供する動き

SOMPOリスクマネジメント株式会社
報道発表資料（2020年10月22日）
https://image.sompo-
rc.co.jp/infos/20201022_2.pdf

d4PDFを活用した気候
変動リスク分析サービスを
提供する国内企業の例
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気候予測データセット2022の概要

○ 地方公共団体や民間企業等における気候変動対策を積極的に支援するために、これまでに国内で
創出された気候変動適応に資する予測データをまとめたデータセット。

○ 「気候変動影響評価」等において、中心的な気候予測シナリオとして活用されることを目指し整備。
○ 効果的な予測データの利活用に向けて、予測データの特徴、不確実性等を適切に把握できるように、
データセットの内容、利用上の注意点等をまとめた解説書及び用語解説もあわせて公表。

○ 「気候変動予測先端研究プログラム」において、データの更なる高解像度化や近未来実験や連続
実験等による多様な時間スケールのデータ創出を進めており、今後もデータセットを更新していく予定。

気候予測データセット2022への
リンクはこちら

⇩

https://diasjp.net/ds2022/
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【力学的ダウンスケーリングデータ】
○CMIP5ベース予測（大気）
日本域気候予測データ（2km/5km：過去、2℃、4℃）
（変数：気温（最低、最高、平均）、降水、日射量、風速、湿度、積雪、積雪水量等）

日本域150年連続実験データ（20km：過去、2～4℃（RCP4種類））
（変数：気温（最低、最高、平均）、降水、日射量、風速、湿度等）

日本域台風予測データ（2km/4km：過去、4℃等） 等

○CMIP5ベース予測（確率的） ｄ4PDF、ｄ2PDF、ｄ1.5PDF
日本域確率的気候予測データ[d4PDFシリーズ]（20ｋｍ：90メンバ等）
北海道域・本州域d4PDFダウンスケーリングデータ（5km：12メンバ等）
全球d4PDF台風トラックデータ
日本域d4PDF低気圧データ 等

○CMIP5ベース予測（海洋）
日本域海洋予測データ（2km/10km：過去、2℃、4℃）
（変数：海水温、海流、海面水位、植物プランクトン量、栄養塩、酸性度等）
日本域波浪予測データ（6km：過去、2℃、4℃）

【統計的ダウンスケーリングデータ】
○日本域農研機構データ[NARO2017]（1km：過去、2℃、4℃）
○日本域CMIP5データ[NIES2019]（1km：過去、2℃、4℃）
（変数：気温（最低、最高、平均）、降水、日射量、風速、湿度）

○日本域CMIP6データ[NIES2020]（1km：過去、2℃、4℃等）
（変数：気温（最低、最高、平均）、降水、日射量、風速、湿度、長波放射）

気候予測データセット2022で提供されているデータ

気候予測データセット2022への
リンクはこちら

⇩

https://diasjp.net/ds2022/

6



総降水量の変化線状降水帯の発生数の
変化

梅雨期の大雨の分析

気候変動研究プログラムの主な成果例②

・ 7月下旬から8月上旬の記録的な高温イベントは
地球温暖化の影響が無かったと仮定した状況下で
は発生し得なかった
※今年に入って発生したエルニーニョ現象等の影響と地球温暖化の
 影響が共存する状況下では1.65%程度の確率で起こり得た

高温イベントの発生頻度

相
対
的
な
頻
度

日本上空約1500メートルの気温

高温イベントの分析

・ 6月から7月上旬の日本全国の線状降水帯の
総数が地球温暖化によって約1.5倍に増加
・ 7月9日から10日に発生した九州北部の大雨の
総降水量が地球温暖化によって約16％増加

＜地球温暖化の影響分析（イベント・アトリビューション）＞

• イベント・アトリビューションとは、個々の極端な気象現象の発生確率及び強さに対する人為起源の地
球温暖化の影響を評価する手法。

• 気候モデルを用いて、温暖化した気候状態と温暖化しなかった場合の気候状態において、発生確率
への影響を見積もるため大量のシミュレーションを実施の上、比較。

• 令和５年９月に、夏の大雨及び記録的な高温事例に地球温暖化の影響が大きく寄与していたこと
を、イベント・アトリビューションにより迅速に分析し、気象庁気象研究所とともに共同発表。
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8

日程： 令和5年12月25日（月）13:00-15:00

開催形式： オンライン（Zoom）

テーマ： 教科書では分からない気候変動 ～最近の異常気象から長期対策の必要性まで～

参加者数： 533名（Zoom 250名＋YouTube同時接続数 283名）
事前申込者数： 912名
後日再生回数： 597回（令和6年1月17日時点）

 令和５年度 気候変動予測先端研究プログラム 公開シンポジウムの概要



d4PDF（database for Policy Decision making for Future climate change
：地球温暖化対策に資するアンサンブル気候予測データベース）

○ 過去気候、3 つの温暖化レベル（+1.5℃、+2℃、+4℃）の将来気候等について実施した、
大規模アンサンブル気候シミュレーション結果をまとめたデータセット。DIASを通じて提供。
○ 未来の気候状態と現在の気候状態との統計的な比較が可能。
○ 多数の実験例（アンサンブル）を活用することで、台風や集中豪雨などの極端現象の将来変化を、
確率的かつ高精度に評価。

 日本及び全世界の個別地域における２℃上昇及び４℃
上昇における平均気温、降水量、積雪などの情報、10
年に一度、100年に一度の降水量、気温、積雪量、台
風強度（進路）などの情報を提供

 個別地域において、どのような物理リスク（洪水、渇水、
台風、高温等）があるのか、スクリーニングに活用可能

○ 極端現象の将来変化の評価が可能であることを活用し、
国土交通省等における気候変動を踏まえた治水計画や
海岸保全等の対策が進展。

＜活用例＞

d4PDFへのリンクはこちら ⇨
⇩

https://diasjp.net/ds2022/dataset/ds05.html
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 約100ペタバイトの超大容量ストレージに地球環境ビッグデータ等をアーカイブ。複数機関が観測したリアル
タイムデータやDIASにしかない大規模気候変動モデルデータ（CMIP、d4PDF）等が存在。

 これらビッグデータを活用した高付加価値情報の創出や新たなアプリケーション開発等が可能な計算資源。
 特に水災害対策等に関する特徴的なアプリケーションを開発・整備。特に海外でDIASブランドを構築。
 DIASのICT研究者による高度な支援体制。

○地球環境ビッグデータ（観測情報・予測情報等）を蓄積・統合解析する「データ統合・解析システ
ム（DIAS：Data Integration and Analysis System）」を構築。

○気候変動対策や水災害対策を中心にサイエンスから社会実装を含めた研究開発を進めることで、DIAS
の強みが確立し、学術研究はもとより国際貢献等にも活用。

データ統合・解析システム
（DIAS）

気候変動等の地球規模課題解決に
資するプラットフォーム 国内唯一DIASでのみ公開されている

気候変動モデルを含むモデルデータ群

他
省
等
か
ら
送
信
さ
れ
る
リ
ア
ル
タ
イ
ム
デ
ー
タ
群

【DIASの強み・特徴】

 データ統合・解析システム（DIAS）の概要

10※データ統合・解析システム（DIAS）については次のリンクを参照： https://diasjp.net/

【令和5年度予算額： 379百万円】



データ統合・解析システム（DIAS）の主な成果・活用例
＜防災＞

リアルタイム観測データを活用した
浸水予測システム（S-uiPS）

• 実在する都市インフラの詳細な情報及び降雨のリ
アルタイム情報・予報値から東京都23区の精緻な
浸水予測をするシステム

• 自治体によるハザードマップ作成、リアルタイムでの
避難情報の提供等による住民の安全確保を推進

• 浸水リスクを踏まえた都市開発を行うなど、浸水に
よる被害軽減への貢献を期待

リアルタイム計算の前段階に対応してるエリア
（東京23区・川崎市・横浜市の臨海部）

2023年6月NHKニュース

＜防災＞

水災害の被害軽減のための
中小河川の水位提供システム

• 洪水予測の自動計算、表示システム等を開発し、
中小河川の水位情報提供システムを構築中

• 約２時間前に避難周知に必要な予測を可能とす
ることが目標
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DIAS解析環境の外部への提供

DIASのオープンプラットフォーム化を進めるため、外部研究者との共同研究課題の新規課題を令和4年
12月6日から募集開始。令和５年４月に２つの共同研究課題が採択。
※採択された２課題のテーマは、「全球土壌湿潤プロジェクトと生物圏と土地利用との交流地球システムモデルにおける地下水と土
 壌」及び「次世代水循環プラットフォーム」である。

カーボンニュートラルを
実現した社会

レジリエントで安全安心な社会

地球環境ビッグデータ × 計算資源

循環型の社会

豊
か
な
食
が
持
続
的
に
提
供

さ
れ
て
い
る
社
会地球環境データ統合・解析プラットフォーム
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「地球観測の推進戦略」（平成１６年１２月総合科学技術会議）を踏まえ、関係府省※・機関の
緊密な連携・調整の下で、地球観測の推進に関する重要事項の調査審議を行う。

【主な活動】

○「今後10年の我が国の地球観測の実施方針」の策定
地球観測を取り巻く国内外の動向を踏まえ、10年程度を目途とした我が国における地球観測の取組にあたっての基本
的な考え方について取りまとめ。

○「我が国における地球観測の実施計画」の取りまとめ
上記の「今後10年の我が国の地球観測の実施方針」に基づき、毎年、関係府省・機関が行っている地球観測活動等に
ついて取りまとめ。

○地球観測に関する政府間会合（GEO）に関する議論
GEOにおける我が国の対応方針について議論するとともに、その動向等を踏まえ、我が国の地球観測の充実、地球観測
を通じた国際協力について議論。

○地球観測に関する提言等の作成
地球観測に関する重要事項について提言等を取りまとめ。その内容については、科学技術・イノベーション基本計画等の
政府方針へ反映。

＜近年の報告書＞
・令和  ５年  ２月１４日 地球観測・予測データの利活用によるSDGsへの貢献に向けて
・令和  ２年  ８月２８日 「今後10年の我が国の地球観測の実施方針」のフォローアップ報告書
・平成３０年１１月３０日 パリ協定を踏まえた気候変動対策に貢献する温室効果ガス観測及びデータ利活用

※ 内閣府、総務省、外務省、農林水産省、林野庁、水産庁、経済産業省、資源エネルギー庁、国土交通省、国土地理院、気象庁、海上保安庁、環境省

科学技術・学術審議会 地球観測推進部会
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第10期地球観測推進部会 名簿
赤松 幸生 国際航業株式会社 上席フェロー

岩崎 英二 独立行政法人国際協力機構 上級審議役

岩谷 忠幸 オフィス気象キャスター株式会社 代表取締役

上田 佳代 北海道大学大学院医学研究院 教授

浦嶋 裕子 MS＆ADインシュアランスグループホールディングス株式会社

総合企画部 課長

河野 健 海洋研究開発機構 理事

川辺 みどり 東京海洋大学学術研究院 教授

嶋田 知英 埼玉県環境科学国際センター 温暖化対策担当 担当部長

神成 淳司 慶應義塾大学環境情報学部 教授

高薮 縁 東京大学大気海洋研究所 教授

谷本 浩志 国立環境研究所 地球システム領域 副領域長

中北 英一 京都大学防災研究所 教授

部会長代理 原田 尚美 東京大学大気海洋研究所 教授

平林 毅 宇宙航空研究開発機構 第一宇宙技術部門 宇宙利用統括

堀 宗朗 海洋研究開発機構付加価値情報創生部門 部門長

部会長 村岡 裕由 東海国立大学機構 岐阜大学流域圏科学研究センター 教授

六川 修一 防災科学技術研究所防災情報研究部門 調査役

若松 健司 リモート・センシング技術センター ソリューション事業第二部 部長

（敬称略・五十音順） 
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「今後10年の我が国の地球観測の実施方針」について

現行の「今後10年の我が国の地球観測の実施方針」（平成27年8月）が策定されてから、令
和7年に10年が経過することから、第10期地球観測推進部会において、次期「実施方針」の策
定に向けた議論を行う必要がある。

○「今後10年の我が国の地球観測の実施方針」（平成27年8月）
「課題解決型の地球観測」を達成するため、「活力ある社会の実現」、「防災・減災への貢献」
及び「将来の環境創造への貢献」の観点から、8つの課題を抽出するとともに、それを支える共
通的・基盤的な５つの取組について取りまとめた。

○「今後10年の我が国の地球観測の実施方針フォローアップ報告書」（令和2年8月）
「実施方針」策定以降の動向や地球観測に係る取組状況を踏まえ、今後の方向として「地球
観測情報を現場につなぐ取組の強化」「地球観測インフラの長期性・継続性の確保」「予測情
報の高度化」「共通的・基盤的な取組の推進とイノベーションへの貢献」の4つの項目を示した。

○「地球観測・予測データの利活用によるSDGsへの貢献に向けて」（令和5年2月）
SDGsの達成に向け、国際社会において地球観測の取組が進められる中で、5の論点について
課題と対応の方向性を検討し、求められる施策・対応を整理した。

現行の「実施方針」策定以降の動き

次期「今後10年の我が国の地球観測の実施方針」の策定
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次期「今後10年の我が国の地球観測の実施方針」に関する主な論点

1. 「実施方針」の位置づけ

2. これまでの「実施方針」の成果

3. 地球観測を取り巻く近年の国際的な動向

4. 地球観測・予測データの利活用の促進・データバリューチェーン

5. 分野別の取組
＜今後10年の我が国の地球観測の実施方針（平成27年８月 地球観測推進部会＞

第４章 課題解決型の地球観測
1. 気候変動に伴う悪影響の探知・原因の特定への貢献
2. 地球環境の保全と利活用の両立への貢献
3. 災害への備えと対応への貢献
4. 食料及び農林水産物の安定的な確保への貢献
5. 総合的な水資源管理の実現への貢献
6. エネルギー及び鉱物資源の安定的な確保への貢献
7. 健康に暮らせる社会の実現への貢献
8. 科学の発展への貢献

6. 共通的・基盤的な取組

（１）取り組むべき項目

（２）地球観測・予測データの取扱い

（３）地球観測に関する人材の育成

（４）地球観測インフラの整備

（５）科学技術外交・国際協力への地球観測の貢献

令和6年1月時点
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第10期地球観測推進部会のスケジュールについて（令和６年1月時点）
開催日 概要

第６回
令和６年７月頃

第４回
令和６年３月頃

第５回
令和６年５月頃

・気候変動分野における地球観測に関する取組みについてのヒアリング

・防災・減災分野における地球観測に関する取組についてのヒアリング

・生物多様性分野における地球観測に関する取組についてのヒアリング
・次期「実施方針」骨子案について議論

第３回
令和６年１月12日

第１回
令和５年７月10日

第２回
令和５年10月３日

・地球観測推進部会及び「今後10年の我が国の地球観測の実施方針」について
・地球観測に関する政府間会合（GEO）の動向ついて
・第10期地球観測推進部会の今後の活動について 等
・令和５年度「我が国における地球観測の実施計画」について
・地球環境データ統合・解析プラットフォーム事業について
・地球観測に関する政府間会合（GEO）次期戦略案及びGEO閣僚級会合等の開催について
・「今後 10 年の我が国の地球観測の実施方針」の策定に向けた考え方について 等
・宇宙分野及び海洋分野の地球観測の取組みについてのヒアリング
・地球観測データ利活用の取組みについてのヒアリング
・次期「実施方針」に関する論点について
・地球観測に関する政府間会合（GEO）閣僚級会合等の開催結果について 等

第９回
令和７年１月頃

第７回
令和６年９月頃

第８回
令和６年11月頃

・地球観測・予測データの利活用における取組みに関するヒアリング
・次期「実施方針」最終案について議論
・令和６年度「我が国における地球観測の実施計画」

・次期「実施方針」の策定

・地球観測に関わる企業情報開示の動向（TCFD、TNFD）についてのヒアリング
・地球観測・予測データの利活用における取組みに関するヒアリング
・次期「実施方針」素案について議論



「地球観測の推進戦略」が策定後10年を迎えたことを
受け、地球観測を取り巻く国内外の動向を踏まえた、
今後10年程度を目途とした我が国の地球観測の実施
方針を作成した。

「活力のある社会の実現」、「防災・減災への貢献」、「将来の環境
創造への貢献」の観点から、以下の課題の解決に貢献する地球
観測を実施する。

課題２．地球環境の保全と利活用の両立

課題３．災害への備えと対応

課題４．食料及び農林水産物の安定的確保

課題５．総合的な水資源管理の実現

課題６．エネルギーや鉱物資源の安定的な確保

課題７．健康に暮らせる社会の実現

課題８．科学の発展

【課題解決型の地球観測】

【共通的・基盤的な取組】

（１）観測データのアーカイブとデータの統合化・利活用の促進

（２）分野間の連携、多様なステークホルダーの関与の促進と人材育成

（３）長期継続的な地球観測の実施

（４）地球観測による科学技術イノベーションの推進

（５）科学技術外交・国際協力への地球観測の貢献 今後の「地球観測の推進戦略」の下での
実施方針・実施計画の作成・実施サイクル

今後10年間の地球観測は、これまでの各種観測を統合して、地
球及び人間社会の現状や将来の予測に対する包括的な理解と
対応のための基本データを与える重要な社会基盤となるべきであ
り、より目的意識を明確化し、必要に応じ観測体制や観測項目等
の見直し・強化を図ることで、様々な社会課題の解決に貢献する
ことを強く意識した、課題解決型の地球観測を志向していくべき。

課題１．気候変動に伴う悪影響の探知・原因の特定

・国際貢献の在り方の明確化、地球規模課題解決への貢献、GEOSSの発展への貢献等

・人為的な地球環境変動の把握、気候変動対策の効果把握、予測精度の向上等

・全海洋の現状把握、生態系・生物多様性の現状把握、森林の現状把握等

・予測モデル高度化、行動判断材料の提供、復旧・復興状況の監視等

・農林水産業の生産性の把握、衛星・データ同化等による観測空白域減少等

・地上観測・衛星観測と数値モデルの統合利用、治水・利水施設の管理への利用等

・風況・日射量・海況・資源賦存量・海底下地質の把握、開発の監視等

・大気汚染・ヒートアイランド・感染症発生・媒介生物出現状況の把握等

・地球システムの包括的理解に必要な基礎的知見の蓄積等

・地球環境情報プラットフォーム構築、オープンデータ化推進、データ利活用促進等

・社会と研究開発ををつなぐ観測、理解増進、市民参加型の地球観測、人材育成等

・恒常的な地球観測体制の確立、必要な観測項目の特定等

・観測技術の高度化、データを活用した新産業創出、データの公正性・透明性の確保等

（参考）「今後10年の我が国の地球観測の実施方針」（平成27年8月）

18
※地球観測推進部会「今後10年の我が国の地球観測の実施方針」へのリンク

https://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/gijyutu/gijyutu2/021-5/attach/1362207.htm



○ 地球観測は、気候変動をはじめとした地球規模の課題への適切な対処に貢献するものであり、SDGsにおい
ては、主に生物圏の現状把握等の根拠となっている。（目標6、目標13、目標14、目標15を参照）

○ SDGsへの貢献を含め、地球観測・予測データに関するニーズの高まり等を踏まえ、地球観測とデータ利活
用の好循環の実現に向けた課題をとりまとめ、対応の方向性、求められる施策等の提言を行った。

○ 具体的には、地球観測情報や予測情報等を提供するサービス産業等の形成により、データバリューチェーン
が構築・強化され、地球観測・予測データの利活用が進み、地球観測自体の一貫性・継続性が確保される
という正のフィードバックも備えた好循環を実現していくことが求められることを示した。

（参考）「地球観測・予測データの利活用によるSDGsへの貢献に向けて」（令和５年２月）

地球観測とデータ利活用の好循環

概要

※地球観測推進部会「地球観測・予測データの利活用によるSDGsへの貢献に向けて」へのリンク
https://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/gijyutu/gijyutu2/105/1422531_00003.htm 19
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